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４.調査研究活動の概要 

地域 IX（四国地域イントラ

ネット）の必要性が認知され

てから久しいものの、なかな

か実現しない理由に、四国内

で流通するコンテンツが少な

いことが揚げられる。昨年度

の調査研究（地域ネットワー

ク相互接続による小学校間交

流に関する実験研究、ケーブ

ルテレビ徳島株式会社提案）

において、学校間交流は地域

公共ネットワーク間を流通す

るコンテンツとして有望であることを明らかにした。本年度も引き続き、松山市および徳島市が

運用する光ファイバ網を相互に接続し、年間を通じた小学校の交流をパイロット事業として実施

した。技術面での今年のチャレンジは、ネットワークの構成を図 1 に示すように、地域 IX 利用

を想定した Internet 回線で徳島と松山間を接続することである。また、テレビ会議システムと

グループウェアを併用することによる教育効果の改善が教育面でのチャレンジである。 

 

５.調査研究活動費の内訳  

 

費 目 内   訳 予算 執行 

設備･備品費 なし 0 0 

材料･消耗品費 VPN ルータ 2 式（@ 67,350 円） 206,000 136,500 

交流授業用教材費（味酒及び内町小学校、一式） 

内町小学校－ビデオカメラ（CANON：HG21） 0 89,800 

内町小学校－ビデオ編集ソフト（PowerDirector ULTRA 

AC) 

0 7,970 

旅費･交通費 旅費（松山―徳島往復日帰り、バス、7,800円＊4回＊4人） 124,000 0 

調査費   0 0 

報告書作成費   16,000 16,000 

その他費用 小学校内ネットワーク機器設定工事（一式） 154,000 0 

合 計   500,000 250,270 

当初予算との差     249,730 

 

 

 

図１．ネットワーク構成図 
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６ 調査研究活動実施計画 

6.1技術的調査研究項目と方法： 

(1) 昨年度は JGNという一種の専用回線を使ったため帯域やセキュリティの保証は比較的容易であ

った。今年度は、地域 IX利用を想定した Internet回線で徳島と松山の小学校を相互に接続する。

ケーブル徳島および愛媛 CATVの上位 Internet回線の帯域は潤沢であるものの、パケット到着時

間の揺らぎ対策が必要である。セキュリティについては、VPN（Virtual Private Network、公衆

回線をあたかも専用回線であるかのように利用できるネットワーク）技術を松山市教育委員会ネ

ットワーク内に適用する方法を調査研究する。 

 (2) 本研究を通じて、四国 IX実現のための方策についても考察する。 

 

6.2 教育効果の調査研究項目： 

コミュニケーションリテラシが発達途上である低学年の児童でも容易に交流できるように、高

画質のテレビ会議システム（DV over IP 伝送装置）を活用することが本研究の特徴である。昨

年度の研究では、例えば調べ学習の成果をお互いに発表するような交流活動では、パワーポイン

トの伝送方法に対する課題が明らかになった。本年度も引き続き、交流活動の成果をあげるため

の補完ツールを調査しその効果を検証する。 

 

6.3 目標: 以下の研究分野に関する知見を得、地域情報化の推進に寄与する。 

（あ）良質な地域コンテンツの育成 

（い）IT人材育成 

（う）地域間交流 

（え）DV over IP およびそのネットワーク運用技術 

 

6.4 共同研究者の役割:  

・ ケーブルテレビ徳島株式会社と株式会社愛媛ＣＡＴＶ：学校間ネットワークの運用管理。研究

の提案と取りまとめ。 

・ 松山市および徳島市：学校間及び学校内 LAN のセキュリティポリシの検討と検証。 

・ 徳島市立内町小学校、松山市立味酒小学校：交流校 

・ 富士通株式会社松山支店：味酒小学校内 LAN の運用支援。VPN 機器のサポート。 

・ ＦＡ・システムエンジニアリング株式会社：DV over IP 伝送装置（DV-CUBE）の提供と運用 

・ 徳島大学および愛媛大学：学術的見地からの研究支援。 

・ ジェイアール四国コミュニケーションウェア：コラボノートサーバの提供とサポート 

 



-  - 4 

7 調査研究活動実施結果 

7.1 調査研究項目 

7.1.1 研究背景 

大半の自治体で、地域公共ネットワークの整備が完了したにもかかわらず、その利活用はあま

り進んでいない。特に期待されている利活用分野は教育である。一方、小中学校内 LAN はセキュ

リティの観点から外部ネットワークとの接続は 1箇所に集約しており、ファイヤーフォールの制

約により、ビデオ会議システムを導入する場合は個別に設定を対応する必要があるという問題が

ある。 

本研究ではネットワークを構築する際に特に以下の点に配慮した。 

(a) 校内のどの教室でも交流が行えるように、汎用性のあるネットワーク機器設定を行う。 

なお、具体的な設定方法についてはセキュリティ上の理由から本稿には記載しない。 

(b) 高精細動画像伝送に十分な広帯域回線（60Mbps）を確保する。 

DV（Digital Video）ビデオカメラで撮影した動画像の画質をそのまま IP 網に伝送するた

め、回線帯域としては片方向で 30Mbps、双方向で 60Mbps のストリーミングとなる。両市と

も地域公共ネットワークは十分高速であるものの、Internet がボトルネックになる可能性が

ある。 
(c) コミュニケーションリテラシが発達途上である低学年の児童でも容易に交流できるように、

高臨場感通信環境を提供する。具体的には、高画質のテレビ会議システム（DV over IP 伝

送装置）を活用する。 

 

図 2 今研究で用いた DV伝送装置

（http://www.fase.co.jp/DvCube/RemLecBeRemCommConfN.html から転載） 

http://www.fase.co.jp/DvCube/RemLecBeRemCommConfN.html�
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図 2 に示すように DV（Digital Video）ビデオカメラで撮影した動画像の画質をそのまま IP

網に伝送することで高臨場感通信環境を提供した。低学年の児童はローマ字を習得していない

等の理由により、キーボード操作に制約がある。また、自分の気持ちを文章にすることも困難

である。一方本研究で行ったように、テレビ会議システムであれば、相手の顔を見ながらコミ

ュニケーションができる。 

使用した伝送装置の設定は、小学生でも使える簡単なインターフェースとなっており、マウ

ス操作で IP アドレスを一旦入力しておけば、あとは電源を入れれば自動的に伝送が始まり、終

了時は shutdown 等の操作は不要でコンセントから AC コードを引き抜くだけでよい。その他、

図 2に示すように、外部マイク、スピーカ、液晶プロジェクタを準備するだけである。 

テレビ会議システムの技術的な課題として、パワーポイント等のカメラ映像以外のメディア

の伝送があげられる。パワーポイント等で作成した資料をもとに相手に説明する際、液晶プロ

ジェクタで投影したスクリーン画像を伝送することになるため、再生画質が劣化してしまう。

事前に資料を相手に配布する等の代替手段もあるが、児童の場合特に、プレゼンテーションを

行っている臨場感を伝えにくいことが課題である。 

 

7.1.2 使用するネットワーク機器の検証 
今回の交流授業では、両学校ネットワークの NOC（Network Operations Center）に設置されている

ファイヤーウォール等のセキュリティを変更することなく、セキュアにインターネットを使ったテレ

ビ会議システムを実現する為に VPN 技術を使うこととした。しかし、パケット毎に暗号化するため

VPN 機器の性能によって得られるスループットが異なる。そこで、使用する DV-CUBE が安定して

運用できる機器を選定する必要があった。 
まず、対向する VPN 機器間で DV-CUBE の双方向の映像伝送を行った。DV-CUBE の片方向での

映像伝送で占める帯域は 30Mbps なので、最低でも 60Mbps 以上のスループットが必要である。 
以下の表に示す VPN スループットが公称 60Mbps 以上の機器を使って、DV-CUBE で双方向の映

像伝送が可能かどうか検証した。 
 

メーカー名 
機種名 

ｾﾝﾁｭﾘｰｼｽﾃﾑｽﾞ 
XR-540/C 

富士通 
Si-R70brin 

ヤマハ 
SRT100 

シスコ 
ASA 5505 

公称 
最大 VPN スループット 

89.7Mbps 100Mbps 80Mbps 100Mbps 

片方向伝送 ○ ○ ○ ○ 

双方向伝送 × × △ ○ 
○：利用可能 ×：利用不可 △：問題はあるが利用可能 

 
・センチュリーシステムズ XR-540/C 

IPSec で片方向の映像伝送は問題なくできるが、双方向になるとブロックノイズが多数発生した。

フレームレートを変えても改善しなかった。（L2TPv3 over IPSec だと片方向でもブロックノイズが

発生した）暗号化方式を変えても改善しなかった。 
 
・ヤマハ SRT100 
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片方向では使用可能であった。双方向では、30fps の状態で少量のパケットロスは出るが、視聴に

は影響が無い(ブロックノイズが出ない)状態であった。ただし、音声のパケットロスが起きていた可

能性があるが確認は行っていない。長時間続けて流したが、その間はずっと同じ状態で、途中でパケ

ットロスが多くなることも少なくなることもなかった。 
しかし場合によっては、はじめから大量にパケットロスが出ることがある。この場合は一度伝送を

停止して、もう一度再生するか、DV-CUBE を再起動すれば、先述のブロックノイズが出ない状態に

なる。 
後に気づいたのだが、もしかしたら、インターフェースの設定が間違えたまま（ルータのネゴシエ

ーション設定が AUTO にしたまま）検証していたかもしれない。 
 
・富士通 Si-R70brin 

片方向では使用可能であった。XR-540/C と同様に、双方向になるとブロックノイズが発生した。

フレームレートを変えても改善しなかった。また暗号化方式を変えても改善しなかった。 
 
・シスコ ASA 5505（付録資料[1]参照） 

双方向で問題無く利用できた。動作も安定しており、長時間流し続けてもパケットロスが増加する

ことはなかった。 
以上の結果、シスコ ASA 5505を選定し購入した。 

 
・ 動作検証の時系列 

5 月   センチュリーシステムズ XR-540/C 動作検証 
6 月 13 日  愛媛 CATV～ケーブルテレビ徳島間 DV-CUBE 映像伝送試験 
6 月 18～25 日  ヤマハ SRT100 動作検証 
7 月 4～17 日  富士通 Si-R70brin 動作検証 
7 月中旬頃  シスコ ASA 5505 動作検証 
7 月下旬～8 月  ネットワーク設定(IPSec・NAT など)の検証 
          ASA 5505 を使ってのローカルでの動作試験 
9 月～10 月  味酒小学校～内町小学校間 DV-CUBE 映像伝送試験 
       エージング期間 

上記のように、機器選定には時間を要した。VPN 機器によっては、公開されているスペック通りの性

能が得られないため、導入に当たっては事前検証が重要であることが、あらためて明らかになった。 
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7.1.3 構築したネットワーク 
構築したネットワークを図 3に示す。教育委員会毎にネットワークポリシーが異なり、徳島のインタ

ーネット接続サービスは本研究のようなインターネット経由の TV 会議システムを考慮した設計と

なっており、各学校に対し、下記の２種類のネットワークを提供している。 

①ファイヤーウォール（強制コンテンツフィルタ含む）経由の接続 

②グローバル IPネットワーク 

今回の調査研究では②のネットワークを使用したため、徳島側ネットワークの変更は必要なかった。

一方、松山では①と同じネットワークのみ、つまりすべての学校は地域イントラネットに収容されてお

り各学校はプライベート IP しか持っていない。本研究では、この地域イントラネットとインターネッ

トとの接続点にあるファイヤーウォールを通過させない代わりに、NAT（Network Address 
Translation）と VPN 機能を選定した ASA5505 に設定することにより、セキュリティを確保した。こ

の構成にすることにより、味酒小学校に限らず、他の学校でも ASA5505 と DV-CUBE を持ち出せば、

徳島の小学校と交流ができることが特長である。 
 

図 3 構築したネットワーク 

 

図 3の形態で DV-CUBEを運用したところ、ケーブル徳島から愛媛 CATV までの上位 Internet 回線

の帯域は潤沢であり、双方向 30Mbps の通信帯域を常に使うことができた。また、帯域が潤沢であ

ったおかげで、パケット到着時間の揺らぎ対策を別途行う必要もなかった。 

 

平成20年 味酒小学校–内町小学校交流授業NW構成図

ASA5505

DV-CUBE

DV-CUBE

味酒小学校

愛媛ＣＡＴＶ

味酒小学校CUBE

内町小学校CUBE

IPアドレス：G2
送信先アドレス：G1

BB松山
(地域イントラネット)

L3-SW

L2-SW

ASA5505

IPsec
ケーブルテレビ徳島

NAT設定
送信元アドレスP1をG1に変換
宛先アドレスG1をP1に変換

IPアドレス：P1
送信先アドレス：G2

フィルタ設定変更：
・ESP(ポート50番)をOPEN
・UDP:500をOPEN

通常、学校の回線は市教委の
ファイアウォールを通過する。
今回はF/Wは通過しない。
VPNにより学校NWのセキュリ
ティは保つことができる。

松山市教育委員会ハウジング

インターネット

G1,G2 ： グローバルアドレス
P1 ： プライベートアドレス
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7.1.4 テレビ会議システムを補完するための方策 
テレビ会議の場合、カメラに向かって相手に話しかけるようになるため、十分なコミュニケーション

を行うのは大人でも難しい。交流の前にあらかじめ伝えたいことを相手に示しておく、あるいは事後に

伝えたりなかったことや口で説明が難しかったことを別のメディアででも伝えることにより、テレビ会

議システムを補完できる。本研究では、グループウェアの一種である“コラボノート for school”（ジェ

イアール四国コミュニケーションウェア製）を補完ツールとして選定し、評価した。 
コラボノート for school は、サーバーにおいたノートをログインしているメンバーで共有する

システムで，従来の模造紙をつかった共同学習の Web 版共有ノートである。テレビ会議での「リア

ルタイム交流」とコラボノートの「時間差交流」とを組み合わせることによる補完効果が期待でき

る。 

・ 児童でも容易に使えるように操作ボタンが工夫されている 

・ デジカメで撮影した写真や、文字を好きなところに貼り付けられる 

・ 提示した写真、図、グラフなどに、互いに書き込みができる 

・ 複数のページで同時共同編集が可能（子供たちが一斉にノートに書き込める） 

・ Internet上のサーバーにデータを保管すれば、遠隔の学校とも共同学習が可能 

といった特長がある。新聞作り、校区のマップ作り、付箋紙を使って意見をまとめるといった、共

同学習が先進的な学校では実際に行われている（付録資料[2]参照）。 

本研究では、内町小学校特別支援学級の児童が「さくら組新聞」を作成し、交流の前にあらかじ

め伝えたいことを相手に示しておいたり、図 4に示すようにテレビ会議の様子を自由帳風に記録し

てテレビ会議では伝えたりなかったことや口で説明が難しかったことを伝えたりするために使用

した。狙いどおりの効果が得られた。 

 
機材等の運用面での工夫については付録資料[3]を参照のこと。(1)机の配置と照明の変更 (2)ス

図 4 コラボノート利用例 
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クリーンとカメラの位置 (3)電源タイマーの活用 (4)ノートパソコンの利用、について実践結果が

述べられている。 

 

7.1.5. 四国 IX実現のための方策 

  

簡易で安価なネットワーク機器さえ用意すれば、映像をつかった交流授業がインターネットでも

十分利用可能となっている事が実証された。 

パイロット事業を四国全域に拡張するためには、自治体間のネットワークポリシーの違いを個別

に解決する必要があるが、本研究で実施した 2市は典型的な 2例であり、これ以外のバリエーショ

ンはあまりないと考えられる。本研究で相互接続が可能であることが実証できたことから、技術的

には四国全域に拡張することは可能と考えられる。 

交流によって得られる教育効果は非常に高いものであり、この活動の意義について認知されれば

おのずと交流は拡大されていくと期待する。ただし、交流事業の実施にあたり、お互いの小学校の

事情や特性を理解しながら交流内容を検討する必要がある。 

今後の同様な交流事業を行う場合の留意点は、以下のように整理できる。 

（１）セキュリティ面の解決方法 

パターン１：テレビ徳島のようにセキュアなネットワークと、グローバルアドレスが利用可能な

自由度の高いネットワークとを分けてネットワークデザインを行う。 

パターン２：パターン１が難しい場合、愛媛で検証したようにトンネリングを使って解決する方

法は有用である。 

パターン３：本研究では調査しなかったが、サーバー型のテレビ会議システムも有用。 

（２）トラフィック（費用）面の解決方法 

テレビ会議の増加に伴いインターネット接続回線を増強・変更する必要が出てくると思われる。解

決策としては、テレビ会議等のトラフィックをインターネットとは分ける方法や、トラフィック自

体を地域で折り返す地域 IXが有用である。 

また、今回の研究活動で現在のインターネットインフラが映像交換に耐えうる品質を有している

ことが分かった。ケーブルテレビ徳島－愛媛ＣＡＴＶ間の通信は東京経由での接続となったが、RTT

は 20ms 程度で安定していた。このことは、ケーブルテレビ局の映像コンテンツ流通もインターネ

ットインフラ上で実現可能なことを実証したともいえる。ただし、インターネット上でコンテンツ

を流通するにはより厳密な回線品質の保証とセキュリティ面の考慮が必要であるため、テレビ会議

システムと同様に接続事業者で接続方式をハンドリング可能な地域 IXの実現が望まれる。 

 
7.2 実施した交流活動 

・ 11 月 18日から交流活動開始。 

児童同士が自然な形で顔見知りになれるよう、機器の電源を朝８時～夕方５時まで入れっぱ

なしにしておき、カメラの前にだれかいたら、お互いに声を掛け合うようにしている。また、

Eメールも併用して交流を開始した。 

   

・ 11 月 25日以降 

希望する児童に声をかけて昼休み時間に自由な交流をすることにした。４年～６年生の児童（内

町小）が数名ずつやってきて話しをすることができた。ちょうど昼休みの時間帯は、味酒小の放送

委員会の児童が放送室に残っていて、こちらからの呼びかけで会話を始めることができた。最初は
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戸惑っている子もいたが、だんだんと打ち解けてきてフリートークを楽しむようになってきた。学

年が違う子同士でも遊びやテレビ番組の話などで盛り上がっていて、教室での会話のような感覚で

自然な交流ができていた。テーマやプログラムが決まっている交流だけでなく、このようなテレビ

電話に似た使い方も児童にとっては楽しい体験であったようだ。 

 

・ コラボノートを併用したＴＶ会議交流の可能性を検討 

 内町小：コラボノートで「さくら組新聞」作成 

 味酒小では、「内町小さくら組の新聞を見た感想のページ」を作成し、コラボノート交流

を実施。 

 

・ 1月１５日：味酒小「たんぽぽ学級」（22人）と内町小「さくら組」（2人）との交流授業。さ

くら組の２人が先に自己紹介をし，続いて味酒小の紹介。たんぽぽ学級は自己紹介のカードを

見せながら、いろいろな自己紹介があり、楽しいやりとりができた。 

 

特別支援学級同士であるため少人数で話しやすいと考え企画したが、実際には２４名の参加とな

った。このため、自己紹介を聞いているうちに内町小の２人は少し疲れてきたようであった。児童

数規模が異なる学校どうしの交流は、こうした困難が伴う。昨年からの課題であるが、コラボノー

トを使うことで、解決の糸口がえられたように思われる。 

コラボノートを活用することで，日程の調整や相手の都合に関係なくやりとりができるようにな

った。その後の活動の様子も載せることにして，より日常的な交流ができるように取り組んでいる。

現在のところは書き込んだノートを指定した相手に公開する形で行っているが，次は共同でノート

を作り上げていくという本来の使い方も取り入れてみたい。 

ノート作りで写真を貼り付けたり文字を打ち込んだりする作業には，かなり手間がかかり時間も

とられるため教師主導で行っている。今後は文字の入力や写真・動画の取り込みなども児童だけで

できるように引き続いて使い方の指導をしていきたいと考えている。 

また，授業での交流は年度初めの早い段階で計画を立て，無理のない実践ができるようにしてい

図 5 味酒小学校の様子 
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きたい。学年のバランスにも配慮して内容を検討したい。 

 

2年間の交流を終えて： 

この調査研究を始めるにあたって、事前打合せの時に「できるだけ交流が長く続くように、ハードルを

下げて気軽にやってみよう。」ということを申し合わせてきた。１年目は全体会交流や学年間交流とい

う集団でのやりとりが中心で、事前準備にもかなりの時間をかけてきた。２年目の今年はより親密な交

流（相手の顔と名前が分かる交流）を目指してきた。その点においては特別支援学級同士の交流は、子

どもたち一人一人がゆとりを持って話し合うことができて大変良かった。次回はさらに一歩進めて○○

さんと話したい、○○君に伝えたいという願いをもった交流をしていきたいと考えている。また、コラ

ボノートの活用によって他の地域の学校との交流も容易にできる見通しが立った。今後もこれらのメデ

ィアを組み合わせて情報発信できるようにコミュニケーション能力を高めていきたい。 

 
7.3 地域の情報化 

2年間の調査研究を通じ以下の知見を得た。 

研究に使用したテレビ会議システムは、学級活動の一環としての交流活動や、総合学習の成果発

表会等に使用することができ、有用であることが確認された。 

また、互いの地域の踊りである野球拳と阿波踊りを紹介しあうなど、児童レベルでも地域間交流

が行えることがわかった。また、同時に自分の住んでいる地域理解も進むといった教育効果も顕著

である。 

初年度の交流活動の中身は、両校の情報委員の児童が自主的に企画実施したものであり、将来の

コンテンツ流通産業を支える人材が、この児童の中からでてきてくれることが期待される。今年活

躍した 6年生の姿を見ていた 5年生が、次年度は中心に活動してくれた。こうした交流活動は継続

的に行うことが重要である。 

本年度の交流活動は、特別支援学級の児童を対象とした。カメラに向かって相手に話しかけるよ

うになるため、十分なコミュニケーションを行うのは大人でも難しい。しかし、交流の前にあらか

じめ伝えたいことを相手に示しておく、あるいは事後に伝えたりなかったことや口で説明が難しか

ったことを別のメディアででも伝えることにより、テレビ会議システムを補完できるようになる。

本年度試行した、グループウェアはこの補完メディアとして有用であった。 

DV over IP伝送およびそれに関わるネットワーク運用は、ケーブルテレビ徳島株式会社と株式会

社愛媛シーエーティヴィでサポートを行った。こうした技術移転も本研究の成果としてあげること

ができる。 

 
7.4 調査研究の自己評価 

• 本研究で設定したネットワークは、教育委員会が定めるセキュリティレベルを満足しつつ、ど

の教室からでも交流が行える 

• 実証はしていないが、設定さえすれば、味酒や内町以外の小学校とも交流が可能 

といった、汎用性の高いネットワークを構築できることを実証でき、当初の目標は達成できたと

考えられる。また、本研究で整備したネットワークであれば DVに限らず HDV（ハイビジョン。所

用帯域は同じく片方向 30Mbps）も伝送可能な帯域を確保できている。今後、HDV の伝送も実施す

るとより臨場感が改善できると思われる。 

テレビ会議での「リアルタイム交流」とグループウェアの「時間差交流」とを組み合わせるこ

とにより、両者の補完効果が大きいことが実証できた。 
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本研究では、徳島―松山間、つまり県庁所在地間を Internet で接続したため回線の帯域は問題

にはならなかった。しかし、いわゆるディジタルデバイド地区では必ずしも帯域は潤沢にはない

と考えられる。本研究で想定している地域 IX（四国地域イントラネット）は、この問題に対する

解決方法のひとつでもあり、今後の課題である。 

今後もこうした交流活動を継続することにより、四国内で流通する教育コンテンツが増え、地

域 IX の実現に寄与できれば幸いである。 
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ビジネス  ニーズの変化に合わせて、 セキュ リ ティ  プラス  アップグレード  ライセンスを導入できるので、 Cisco ASA 5505 適応

型セキュ リティ  アプライアンスを拡張し、 接続容量の増加、 IPSec VPN ユーザの増加、 DMZ の完全サポート、 VLAN ト ランキ

ングのサポートによるスイ ッチド  ネッ ト ワーク環境への統合に対応できます。 さ らに、 このアップグレード  ライセンスの導入

によ り、 ビジネスの継続性に貢献する冗長 ISP 接続とステート レス  アクティブ/スタンバイ型のハイ  アベイラビ リ ティ  サービ

スに対応できます。 Cisco ASA 5505 は、 市場を リードするセキュ リ ティ  サービス と  VPN サービス、 高度なネッ ト ワーク機能、

柔軟な リモート管理機能、 および将来の拡張性を組み合わせるこ とで、 小規模企業、 ブランチ オフ ィ ス、 または在宅勤務者用

の最高レベルのセキュ リティ  ソ リ ューシ ョ ンを必要とする企業に最適なモデルです。

表 1 に、 Cisco ASA 5505 の機能を示します。

表 1 Cisco ASA 5505 適応型セキュリテ ィ  アプライアンスの機能

Cisco ASA 5510 適応型セキュリテ ィ  アプライアンス

Cisco ASA 5510 適応型セキュ リ ティ  アプライアンスは、 導入が容易で費用効率の高いアプライアンス と して、 中小 ・中堅企業

および企業のリモート /ブランチ オフ ィ ス向けに、 高度なセキュ リティ  サービスやネッ ト ワーク  サービスを提供します。 これ

らのサービスは、 Web ベースの統合型アプリ ケーシ ョ ンである  Cisco Adaptive Security Device Manager （ASDM） を使用して容

易に管理および監視できるため、 高度なセキュ リティ機能の導入と運用に伴う コス ト を抑制できます。 Cisco ASA 5510 適応型

セキュ リティ  アプライアンスには、 ハイパフォーマンスのファ イアウォール サービス、 VPN サービス、 3 つの 10/100 ファス

ト  イーサネッ ト  インターフェイスが搭載されています。 また、オプシ ョ ンと して、 AIP SSM によるハイパフォーマンスの侵入

防御サービスやワーム軽減サービス、CSC SSM による包括的なマルウェア防御サービスを提供しています。Cisco ASA 5510 は、

単一のプラ ッ ト フォーム上で複数のサービスを独自に組み合わせているため、費用効率が高く拡張可能な DMZ 対応のセキュ リ

ティ  ソ リ ューシ ョ ンを必要とする企業に最適なモデルです。

また、 セキュ リ テ ィ  プラス  アップグレード  ラ イセンスを導入すれば、 VLAN サポートによるインターフェイス密度の向上や

スイ ッチド  ネッ ト ワーク環境への統合が可能とな り、 ビジネス  ニーズの変化に柔軟に対応します。 さ らに、セキュ リ ティ  プラ

ス  アップグレード  ラ イセンスを導入するこ とで、 ビジネスの継続性に貢献するアクティブ/アクティブおよびアクティブ/スタ

ンバイ型のハイ  アベイラビ リ ティ  サービスに対応できます。オプシ ョ ンで用意されているセキュ リティ  コンテキス ト機能を使

用する と、 企業は 1 台のアプライアンス内で最大 5 の仮想ファイアウォールを導入して、 部門レベルに細分化されたセキュ リ

ティ  ポ リシーを制御するこ とが可能になり ます。 この仮想化技術によって、複数のセキュ リティ  デバイスを  1 台のアプライア

ンスに統合する と同時に、 セキュ リ ティ強化と管理およびサポートに要するコス トの抑制が可能になり ます。

機能 説明

ファイアウォール スループッ ト 最大 150 Mbps

VPN スループッ ト 最大 100 Mbps

同時セッシ ョ ン数 10,000/25,000 *

* Cisco ASA 5505 のセキュリテ ィ  プラス ライセンスを使用してアップグレード した場合

IPSec VPN ピア 10/25 *

SSL VPN ピア ライセンス レベル **

** 別ライセンスが必要 （基本構成の場合は 2）

10 または 25

インターフェイス 8 ポート  ファス ト  イーサネッ ト  スイッチ、 動的なポート  グルーピングに対応

（PoE ポート× 2 を含む）

仮想インターフェイス （VLAN） 3 （制限付き DMZ）、 3 （完全な DMZ） *

ハイ  アベイラビリテ ィ 未サポー ト またはステー ト レス アクテ ィ ブ/スタンバイおよびデュアル ISP をサ

ポート  *
© 2006 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
Important notices, privacy statements, and trademarks of Cisco Systems, Inc. can be found on cisco.com

Page 3 of 17



-  - 14 

 

付録資料２ 

 

 

 

 

 

 

コラボノート for school 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 







-  - 15 

 

付録資料３ 

 

 

 

 

 

 

実践報告書 

 

 

テレビ会議による交流学習の取組２ 

－ コラボノートの活用－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内町小学校 



目 次

Ⅰ はじめに ･････････････････････････････････････････････････････････････

Ⅱ 研究の取組 ･･･････････････････････････････････････････････････････････

Ⅲ おわりに･･････････････････････････････････････････････････････････････

資料･･････････････････････････････････････････････････････････････････



Ⅰ はじめに

昨年度より始まった松山市立味酒小学校との「テレビ会議システムを活用した遠隔地学

校間の交流」の実験研究が２年目に入った。テレビ会議の概要については，研究紀要93集

(平成20年3月)にまとめている。

本年度は、昨年の実践から得られた成果を生かしながら改善できる課題点について研究

を進めていくことにした。交流の時期については夏休み明け頃を予定していたが、校舎の

耐震工事や機器の調整等により、実際の交流は１１月中旬からのスタートとなった。

通信設備の準備や機器の設定については、昨年の実践によってある程度知識も得られて

いたため、特に大きな変更点もなく継続事業の形で始めることができた。昨年は ⅡJGN
経由の期間限定の実験であったが、将来にわたって持続可能な回線を確保する必要がある

ため、今年からはインターネット経由での通信実験を行うことになった。

今回の研究の柱の一つとして、互いに資料を提示しあう方法の研究として、両校に導入

されているコンピュータソフト「コラボノート（ＪＲ四国コミュニケーションウェア 」を）

使っての効果的な交流活動の実践を行うことにした。

Ⅱ 研究の取組

１ 昨年度の実践から出てきた課題

( ) 資料提示方法の課題1
総合的な学習の時間等に調べてまとめた図や表、グラフを見せながら説明をする場

面では、発表する児童と資料の両方をビデオカメラの映像を通して見ていた。そのた

め、資料の一部が不鮮明であったり、時間的な制限があったりして十分に伝わりにく

い面が多かった。また、発表する側（送り手）のペースで進むため、受け手側にとっ

ては発表内容の全体像が見えにくく興味や関心が持続しないこともあった。時間短縮

や他の資料を併用していくことも考えていく必要がある。

( ) ビデオ映像を提示する場合の課題2
取材したり研究したりしてまとめたビデオ映像を資料として相手に見せる方法では、

ノートパソコンと送受信装置 とを ( )ケーブルで接続して送る予DV-CUBE IEEE iLink
定にしていた。しかし、技術的な問題等があったため会議用のビデオカメラで直接ノ

ートパソコンの画面を撮って送信した。ビデオカメラで再生した映像を送る場合は、

再生に切り替えるだけでよいが、編集した映像を カメラに書き戻す作業が必要にDV
なるためやや手間がかかる。２台のカメラを切り替えて使ったり、ビデオの編集作業

を児童自身ができる環境の整備をしたりすること。

( ) 交流で伝え合う内容に関する課題3
学年間の交流では、総合的な学習の時間に取り組んだ研究の発表のほかにそれぞれ

の地域の伝統文化、食べ物、遊び、日常生活に関することなどを伝え合って情報交換

をしてきた。現在は送り手が主体となって進めた研究を相手に伝える形となっている

ので、前もって調べることができにくい。例えば共通の研究テーマを設定して地域間

の比較などを取り入れた内容で交流をすることも考えていく。



( ) 交流の事前準備や打合せ等に関する課題4
授業での交流を進めるにあたっては事前の打合せが不可欠で、児童会役員を中心に

メールのやりとりをしながら本番までのスケジュールを確認し、プログラムを考えて

いくようにした。時間的な余裕がないので休み時間に打ち合わせることが多かったが、

他の行事や係の仕事等があって思うように打合せが進められないこともあった。

限られた時間を効率的に使ってお互いのアイデアを出しながら交流計画を立て、実

践していく方法を考えていかなければならない。

２ 機材等の運用面での工夫

( ) 机の配置と照明の変更1
テレビ会議システムを設置している２年生の活動室は、普通教室２つ分の広さがあ

り、一段高くなったステージも設けられている。ここに机とイスを置き、各機器をつ

ないで使用している。休み時間には２年生が生活科の準備をしたり、体育での着替え

場所として使っているため、打合せのときに周囲の音のために会話が聞き取りにくい

ことがあった。そこで、机の配置を変更し、フロアーを向いていたカメラを北窓側に

向けた。こうすることで２年生児童がいてもカメラに映ることがなく、話し声や物音

などの影響も少なくなった。背面が窓なので逆光を防ぐための暗幕を設置した。

照明は教室にある蛍光灯だけであったが、ちょうどステージの上には以前使ってい

たスポットライトがあったので、取り付け位置を変えて机の辺りを上から照らすよう

にした。これによって十分な照度が得られるようになり表情などが見やすくなった。

北窓 北窓今までの配置 変更した配置

暗幕↑

ｽｸﾘｰﾝ

机

机 ｶﾒﾗ ｶﾒﾗ

ｽｸﾘｰﾝ児童机等 児童机等

ｽﾃｰｼﾞ ｽﾃｰｼﾞ児童の荷物類 児童の荷物類

( ) スクリーンとカメラの位置2
打合せ等で少人数の会議をする場合は、机上に置いたモニター画面を見ながら行

うが、学級全体での会議ではビデオカメラをフロアー側に向けている。プロジェクタ

ーを使って、スクリーンに映しながら進めていく場合はビデオカメラをスクリーンの

斜め前の位置に置いた。こうすることで児童の目線もカメラに近くなり、相手の目を

見ているような形に近い状態での会話ができるようになる。



暗幕と機器類（左） スポットライトの利用（中・右）

( ) 電源タイマーの活用3
午前８時半から午後４時までは、タイマー

を使って自動的に機器の電源が入るように設

定している。これによって電源のオンとオフ

を忘れることなく運用が可能になり、月曜日

と金曜日のみ主電源を確認するだけでよく、

毎日の手間も少し軽減されることになった。

休み時間にも希望する児童が自由に活用し

て交流できるようになり、３年生から６年生

までの児童が自主的な交流をしている。

( ) ノートパソコンの利用4
今年度、教育用ノートパソコンの入れ替え

があり、そのうちの１台をテレビ会議用に設

定して活用することにした。インターネット

が使える環境になり、その場で情報の検索を

したり、Ｅメールのやりとりをしたりするこ

とも可能になった。また外付けのモニターを

増設すれば図表や写真、ビデオクリップ等を

ビデオカメラで写して提示することも容易に

なるため、ＤＶ－ＣＵＢＥと併用した効果的

な使い方も研究していきたい。

３ 休み時間を利用した自由な交流

９月中はエージング（試験運転）期間として１０月から交流が始まった。希望する児

童に声をかけて昼休み時間に自由な交流をすることにした。４年～６年生の児童が数名



ずつやってきて話しをすることができた。ちょうど昼休みの時間帯は、味酒小の放送委

員会の児童が放送室に残っていて、こちらからの呼びかけで会話を始めることができた。

最初は戸惑っている子もいたが、だんだんと打ち解けてきてフリートークを楽しむよう

になってきた。学年が違う子同士でも遊びやテレビ番組の話などで盛り上がっていて、

教室での会話のような感覚で自然な交流ができていた。テーマやプログラムが決まって

いる交流だけでなく、このようなテレビ電話に似た使い方も児童にとっては楽しい体験

であったようだ。

４ コラボノートの活用

( ) コラボノートについて1
インターネットの持つ同時、双方向性の特長を生かし、 ブラウザを介したコWeb

ラボレーション（複数の個人や組織が同じ目標を持って協力、共同、協調、提携し、

今までになかった価値観を生み出す作業）を支援するツールである。コラボノートは、

一般的なグループウェアのように特定の仕事をするためのアプリケーション（メール、

掲示板、スケジュール管理、施設予約等）を統合したものではなく、白紙の模造紙

（ノート）をサーバーに置いて共有するというシンプルな発想のものである。

学校教育現場に限定したものではなく一般企業向けのソフトであるが、掲示板のよ

うな感覚で作成したノートを指定した相手に見せたり、いっしょに編集したりするこ

、とができる。利用するには(株) 四国コニュニケーションウェアに申み込みをしてJR
利用者登録の手続きを行う必要がある。基本的な使用方法については、担当者が来校

して説明してくれた。ログイン画面は教師用と生徒用に分かれており、どちらからで

も参加できるようになっている。新規にノートを作成できるのは教師用に限られるが、

その後の編集作業は指定したメンバーのみが参加することができる。

公開する相手も個人・学級・学校単位でそれぞれ指定できる。画面を見ながら直感

的に操作することも可能で、児童もすぐに編集作業に取りかかることができる。

JR HP参考： (株) 四国コニュニケーションウェア

( )http://www.jrscomware.com/arc/collabo.ppt

( ) コラボノートを使った新聞作成2
学級紹介をするための新聞作りをした。レイアウトはテンプレート集から新聞を選

択して使った。文字や絵、図、写真などは自由に配置できる。今までにジャストスマ

イルを使ったこともあるので操作自体はすぐ覚えることができたが、文を考えながら

打ち込む作業には、かなりの時間を要した。自己紹介と活動の紹介だけでも２時間以

上はかかったので児童は飽きてしまった。その後は児童と話しながら文をまとめて、

選んだ写真とともに教師が入力して仕上げた。最初の資料ということで「ある程度の

ものを」と考えたが内容を欲張りすぎてしまった。コラボノートという名前の通りに

両校の児童みんなで作り上げていくという姿勢を大切にしたい。



コラボノートのログイン画面

新聞を作成している様子 学級紹介の新聞

５ ＴＶ会議の実際について

( ) 事前の打合せ1
情報担当の先生と実施する日時と交流の内容について、 メールでの打合せをした。E

当日の進行については、細かく決めずに自己紹介や子どもたち同士で情報交換をする

ことにした。学年と名前を覚えてもらいやすくするため、名札を作っておいた。

味酒小学校は児童数が多かったため、パソコン室に移動しての交流となった。本番

前日に機器を移設したため、通信テストを十分にすることができなかった。

児童には前もって 「相手の話をしっかり聞く 「カメラを見ながらゆっくり話す」、 」

という２つの約束を守ろうと話しておいた。本番の時も見えるようにカメラの下に印

刷してつり下げておいた。

( ) 当日の流れと会議の様子2
①朝８時に機器の電源を入れて、各装置のチェックを行う。

②１５分前に児童を席に着かせて、最後のマイクテストをする。

③相手の映像と音声は届いているが、こちらの音声が相手に届いていないことがわか

る。

④紙に油性ペンで「モニタースピーカー入っていますか？」と書いてカメラの前に提

示するが、情報担当の先生がいないために分からない様子。

⑤マイクをダイナミックマイクからコンデンサーマイクに変更してみるが症状は同じ。

tsuzuki
長方形



⑥味酒小の会場で愛媛大学の都築先生に機材をチェックしてもらう。

⑦原因は内町小側のマイクの接触不良らしいということで、ビデオカメラからマイク

のミニプラグを抜いてカメラの内蔵マイクを使うことにした。

⑧９時過ぎに交流会をスタート。進行は内町小が行う。

⑨９時 分交流会終了50
交流会のプログラム

１ はじめの言葉（内町小）

２ 自己紹介（内町小～味酒小）

３ 質問など（お互いに尋ねる）

４ 終わりの言葉（味酒小）

( ) 児童の様子3
９時前に席について名札を自分の前に置いた。機器の電源を入れていたので、味酒

小の友達が会場のコンピュータ室に入ってくる様子がスクリーンに映っていて２人と

も「いよいよこれから始まるぞ」という期待感が高まっているようだった。

相手の映像音声は届いていたが、こちらの呼びかけには返事がないので、少し心配

そうにしていた 「今、直してくれているよ」と言ってしばらく待った。向こうから。

「聞こえていたら合図して」と言われ両手で丸を作っていた。

マイクの調子が悪いため練習のときのようにマイクを持ってしゃべることができず、

少し残念そうだったが、その分カメラに向かって大きな声でしゃべろうとしていた。

始めの言葉を６年のＢ君が言った。慌てていたのか自己紹介をし始めたので、横か

ら「これから・・・を始めますだよ」と小声で伝えた。続いて自己紹介になり、Ｂ君

の後で２年のＡ君が話した。Ａ君は公開授業や交流会等で自己紹介をしたり、朝夕の

会でしたことや思ったことを話したりするのに慣れてきているので、この日もうまく

話すことができていた。

続いて味酒小学校の友達の自己紹介があった。一人ずつ名前や好きな食べ物、好き

な遊び等を書いた画用紙を用意していたのでよく分かった。次々とカメラの前に出て

きて元気に話をしてくれるので、２人ともスクリーンの方をよく見ていた。

人ぐらいが終わった辺りで１校時終了のチャイムが鳴った。そのまま休憩時間10
なしで続ける予定だったが、Ａ君は「音楽に行ってきます」と席を立って出て行って

しまった。慌てて「今日は時間割が変わったよ」と説得してもなかなか戻ろうとしな

かった。交流学級に行く教科の時間割が頭に入っているので、数日前から話しておい

た日程変更ができなかったようだ。そのうちＢ君も「２時間目に社会の勉強がある」

と言い出して席を立とうとし始めた 「今日はＴＶ交流会をすることをＩ先生にも伝え。

ているよ」と話して引き留めた。こうした舞台裏は見せたくないところだが、相手に

失礼になるような態度はいけないということを反省する材料として生かしたい。

自己紹介の後は、Ｂ君と相手とが互いに質問をし合って楽しい会話が続いた。野球

の好きな子がいて 「投げてみて」と言われたＢ君が投球動作をすると、タイミングを、

合わせてバットを振る動作をしてくれたのも面白かった。その他にもテレビのお笑い

番組の出演者を真似る子がいて、相手と一緒の仕草をして楽しんだ。



最後に終わりの言葉で締めくくって交流が終了した。この後、コラボノートにこの

日の交流の写真を貼り付け、感想を書き込んだ。約 分間の交流でＡ君は疲れてし50
まったようだが、相手の発表に対しては拍手をしたり手を振ったりすることで、最後

まで交流に参加することができた。

Ⅲ おわりに

今年度の交流は開始が大幅に遅れてしまった。原因として本校の耐震工事に伴うＬＡＮ

回線の中断や移転工事があったこと。端末機器の入れ替え作業により、サーバーの設定や

調整に時間がかかったこと。交流相手の味酒小学校がある松山市内でＬＡＮ設備変更工事

が行われ機器の変更工事や調整に時間がかかったこと。情報教育担当者の異動によって、

昨年度の実践研究で得られたノウハウがそのまま生かされなかったことなどが挙げられる。

授業時間での交流は１月中旬になったが、機器のセッティング等に関しては愛媛大学工

学部の都築教授や徳島と愛媛のケーブルテレビ各社から技術的な支援を得ることができ、

無事に交流を進めることができている。

通信関係のネットワーク構築は専門的な技術を要するために、教師ができることは多く

はない。しかし、伝え合う情報のコンテンツ（中身）については児童の特性をつかんで、

内容を見極めながら進めていくという点で、教師の工夫を生かせる部分がたくさんある。

子どもらしい見方や考え方もどんどん取り入れながら、交流を計画し実践していくことで、

いっそう楽しい活動が生まれてくるであろう。

この実践研究を始めるにあたって、事前打合せの時に「できるだけ交流が長く続くよう

に、ハードルを下げて気軽にやってみよう 」ということを申し合わせてきた。１年目は全。

体会交流や学年間交流という集団でのやりとりが中心で、事前準備にもかなりの時間をか

けてきた。２年目の今年はより親密な交流（相手の顔と名前が分かる交流）を目指してき

た。その点においては特別支援学級同士の交流は、子どもたち一人一人がゆとりを持って

話し合うことができて大変良かった。次回はさらに一歩進めて○○さんと話したい、○○

君に伝えたいという願いをもった交流をしていきたいと考えている。また、コラボノート

の活用によって他の地域の学校との交流も容易にできる見通しが立った。今後もこれらの

メディアを組み合わせて情報発信できるようにコミュニケーション能力を高めていきたい。

tsuzuki
長方形
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